
東京オリンピック・パラリンピックに向けた 
国立競技場解体工事の流れ 

出典：独立行政法人日本スポーツ振興センター提出資料より民主党政調作成 
平成26年10月7日（火） 参議院予算委員会 蓮舫（民主党・新緑風会） 

6月9日 

8月27日 
２回目入札にて落札者を決定 
 

8月28日 
政府調達苦情検討委に苦情申立 
※９月５日、検討委は契約執行停止をＪＳＣに要請 

9月30日 
政府調達苦情検討委、契約撤回及びやり直しを要請 
ＪＳＣが受理、再度入札の予定 ５か月の遅れか？ 

１回目入札は不落を決定 

ＪＳＣ契約審議委員会は談合なしと判断 



どうして落札者は事前に情報を？ 

民主党は、入札が行われる前（7月10日）に、最低価格入札者と、
後の落札者が電話で情報交換した内容を記した録音反訳書を入手。 

出典：平成26年7月10日付・最低入札価格者と落札者間の会話を録音し反訳した書面から、民主党政調で整理。 
平成26年10月7日（火） 参議院予算委員会 蓮舫（民主党・新緑風会） 



ＪＳＣに莫大な調達を任せて大丈夫か？ 

出典：平成26年9月24日日本スポーツ振興センター提出資料及び平成26年9月30日政府調達苦情検討委員会報告書より民主党政調作成 
平成26年10月7日（火） 参議院予算委員会 蓮舫（民主党・新緑風会） 

入札の不公正 談合 

ＪＳＣ 
契約審議 
委員会 

（7月28日～8月18日に調査） 

× 
問題とせず 

× 
7月31日に 

電話録音提出を受ける
も「談合なし」と判断 

政府調達 
苦情検討 
委員会 

（8月28日～9月30日に調査） 

〇 
不公正認定 
入札やり直し 

△ 
8月28日申立時に 

電話反訳書提出を受け
るも談合と断定できず 



全く執行が進まない平成24年度補正予算 

出典：平成26年9月29日経済産業省提出資料より民主党政調作成 
平成26年10月7日（火） 参議院予算委員会 蓮舫（民主党・新緑風会） 
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0% ３年目に入っ
て、半分にも満
たない執行率… 
「緊要性」って

一体？ 

執行率 



中小企業予算の約8割に及ぶ執行残 

出典：平成26年9月18日経済産業省提出資料より民主党政調作成 
平成26年10月7日（火） 参議院予算委員会 蓮舫（民主党・新緑風会） 

平成24年度補正予算 
事業名 

H24 
補正 

H25 
補正 

合計額 執行額 

商店街まちづくり事業 200億 172億 372億 110億 

地域商店街活性化事業 100億 53億 153億 46億 

地域力活用市場 
獲得等支援事業 

200億 121億 321億 147億 

認定支援機関 
による計画策定支援 

405億 0億 405億 18億 

905億 346億 1251億 321億 

執行残 
930億円！ － ＝ 

平年度予算の 
実に83.4％！ 

合計額 



商店街まちづくり事業は、相次ぐ要件緩和 

出典：経済産業省平成24年度補正予算及び平成25年度補正予算資料より民主党政調作成 
平成26年10月7日（火） 参議院予算委員会 蓮舫（民主党・新緑風会） 

求められなくなった公共性 

平
成
二
四
年
度
補
正 

平
成
二
五
年
度
補
正 

消えた「公共性」 

補助上限は15倍に 

街路灯の充実 

防犯カメラの設置 

空き店舗活用 

街路灯の充実 

防犯カメラの設置 

決済システム 

除雪設備 

宅配サービス 

子育て支援施設 

膨らむ使途 

平成24年度補正 平成25年度補正 

平成24年度補正 平成25年度補正 

約1,000 
万円 

約1億5,000 
万円 



山谷大臣 

 日本女性の会の重責を担う女性閣僚 

出典：日本会議熊本HP（サイト（平成22年11月18日）、有村治子ＨＰ、日本会議和歌山女性の会ＨＰ、有村治子ＨＰ（平成23年12月8日）等より抜粋 
平成26年10月7日（火） 参議院予算委員会 蓮舫（民主党・新緑風会） 

高市総務大臣 

平成24年6月、同会全国代
表者会議にて挨拶 

平成22年11月、同会夫
婦別姓阻止集会で講演 

平成17年5月、副会長
として熊本県支部結成

大会にて講演 

有村大臣 

公式ＨＰで副会長として記載 

平成21年4月、 
同会和歌山支部 

設立1周年記念大会 
にて講演 

高市総務大臣と共に 
平成23年12月 

同会10周年記念式典に出席 

出席して、「私自身も家族の絆の
大切さを後世に伝えていくため、
保守の本道を歩いて行く決意をし
た」とブログで記載 



 働く女性が社会を殺伐に？「日本女性の会」の主張 

日本女性の会ブログ 
「会の紹介」より抜粋 
 
『女性が働くことが美徳となり、婚期が
遅くなり、子どもの数が減り、子どもを
持つ主婦が働くことで家事どころか子育
てまでも外注され、保育園で夜遅くまで
預けられる子どもが増えている。』 
 
『このことが社会を殺伐とさせ精神的に
貧困させていることに思いをいたさなけ
ればと思う』 

（2005年5月12日記載） 

出典：日本の女性の会旧ブログ（平成17年5月12日）より抜粋 
平成26年10月7日（火） 参議院予算委員会 蓮舫（民主党・新緑風会） 



 保守本道の女性活躍とは？ 

「やはりお母さんをはじめ家族と共に過ごせる時
を提供する方策、具体的には子育て世代の所得増
や減税につながる政策に重点を置くべきではない
か、と感じます。「赤ちゃんの時は肌を離すな」
が日本の伝統的子育てでもあります。」 

「両親が責任あるポジションに就いて仕事を続
け、10数年以上たって家族機能が破綻し、親子
関係において修羅場を経験している方々も実際
には少なくありません」「子どもに常に寂しい
思いをさせてきたとの負い目からどうしても子
どもに必要以上に甘くなり、親としての権威と
自信を示せてこなかったしっぺ返しが、数十年
後にくるかもしれないのは本当に怖いリスクで
す」 

出典：有村治子サイト（平成25年4月26日）、『チャイルドヘルス』Vol.8,No.7「新米ママ、国会で走る！」第2回より抜粋 
平成26年10月7日（火） 参議院予算委員会 蓮舫（民主党・新緑風会） 



女性活躍の目標値はクレージー？ＤＶはお犬様？ 

出典：月刊諸君2006年2月号「日本政治は買いか、売りか」より、別冊正論2007年7月23日「男女共同参画基本法は根本から見直せ」より 
平成26年10月7日（火） 参議院予算委員会 蓮舫（民主党・新緑風会） 

「保育所増設の政策などを見ていると『本当に母
乳を飲んでいる赤ちゃんを預けてまで働きたいと
思っているかな』と疑問に思います」 

「（女性を社会において指導的地位にするための
目標値の設定について）おいおい気は確かなの
か？と問いたくなる」 
「女性の割合を上げるために能力が劣っていても
登用するなどというのはクレージー以外の何者で
もない」 

「DV ＝被害者＝救済とインプットされ、少しで
も疑いを挟むと無慈悲で人権感覚に乏しい人非人
といわんばかり。そこのけそこのけDV様のお通
りだ、お犬様のごとしである」 


